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勝負の 週間
オール群馬で感染防止!!

要請解除に向けた集中対策期間



不要不急の不要不急の外出自粛要請

日用品の買い物、通勤・通学・通院等を除き 不要不急の外出は自粛

2/22(月)まで継続

緊急事態宣言発令地域への往来
（埼玉、千葉、東京、神奈川、岐阜、愛知、京都、大阪、兵庫、福岡）

午後８時以降の外出

極力控える

県内全域が対象



営業時間短縮要請:継続

前橋市 高崎市 桐生市

伊勢崎市 太田市 館林市

みどり市 大泉町 邑楽町

地 域

協力金は１店舗あたり56万円を予定（4万円×14日）

業 種

2/9(火) ～ 2/22(月) 営業は20時まで！

①接待を伴う飲食店
②酒類提供を行う飲食店
③カラオケ店
※②③の「ストップコロナ！対策認定店」は、
感染防止対策を徹底することで営業も可能

※酒類提供は19時まで



【保健所管内別】10万人当たりの新規感染者数

２人／日以上

１～２人／日未満

0.5 ～ １人／日未満

０.１人／日未満

0.1 ～ ０.5人／日未満

保健所名 ( 管轄 ) 新規感染者

桐生保健所管内
( 桐生市・みどり市 )

5.5人／日

伊勢崎保健所管内
( 伊勢崎市・佐波郡)

5.3人／日

館林保健所管内
（館林市・邑楽郡）

3.0人／日

吾妻保健所管内
( 吾妻郡 )

2.2人／日

藤岡保健所管内
（藤岡市・多野郡）

1.9人／日

前橋市保健所管内
( 前橋市 )

1.4人／日

太田保健所管内
（太田市）

1.1人／日

高崎市保健所管内
( 高崎市 )

0.6人／日

渋川保健所管内
( 渋川市・北群馬郡 )

0.5人／日

利根沼田保健所管内
( 沼田市・利根郡 )

0.1人／日

安中保健所管内
（安中市）

0.0人／日

富岡保健所管内
( 富岡市・甘楽郡 )

0.0人／日

直近１週間（1/29～2/4）



飲食店関連事業者等への支援

県の要請により営業時間の短縮に協力

した飲食店等と取引があり、本年１月また

は２月の売上げが、対前年比一定割合減少

した県内の事業者

対象事業者

支援金額は 個人事業者20万円以内、法人40万円以内を予定

対象業種

制度創設

例）食材や酒類の卸売

おしぼりリース業

タクシー事業者

運転代行業

※事業の実施にあたっては、補正予算の成立が前提となります



GoToイート一部制限:継続

県内全域

地 域

2/22(月)まで

期 間

ポイント・食事券の利用は自粛新規発券の停止

※テイクアウト、デリバリーは可
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新規感染者数の推移（12月以降）

288人426人

今週先週先々週［人］

242人



項目 基準の内容 現在値
(2/3)

前回値
(1/27)

前々回値
(1/20)
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ഉ
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(1)新規感染者数 1日平均 ２０人 38.3人 39.1人 60.1人

(2)経路不明の感染者数 全体に占める割合 ５０％ 32.1% 29.6% 38.0%

(3) 検査の陽性率 平均 ７％ 5.7% 6.5% 9.2%

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。
※(1)～(3)は1週間の移動平均。新規感染者は、公表ベース です。

警戒度移行の判断基準 ＜客観的な数値：感染状況＞



新規感染者の状況（1/28～2/3 １週間 268人）

年代別 推定感染経路

20歳未満

12%

20～30歳代

29%

40～50歳代

24%

60歳代～

35%

不明
32%

家庭
31%

福祉施設

16%

夜の街

7%

知人友人

5%

学校等

5%

職場

4%



60代以上の新規感染者の推移（1週間移動平均）
［人］

60代以上

全体
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項目 基準の内容 現在値
(2/3)

前回値
(1/27)

前々回値
(1/20)

ڮ
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(1)重症例への
診療体制

①人工呼吸器使用
（71台中）

１／２
（36台）

14台 12台 14台

②うちＥＣＭＯ使用
（11台中）

１／３
（4台）

1台 1台 2台

(2)病床の稼働率
感染者用 確保病床の稼働
率
（341床中）

警戒度４ ７０％以上

警戒度３ ４０％以上

警戒度２ １５％以上

警戒度１ １５％未満

57.2% 58.5% 63.9%
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宿泊療養施設の
稼働状況

軽症者用 宿泊療養施設の
入居者数（938室中）

ー 137人 135人 156人

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。

警戒度移行の判断基準 ＜客観的な数値：医療提供体制＞



直近のクラスターを踏まえた ピンポイントの対策

３
対策例

2
対策例 外 国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の
さ ら な る 周 知 啓 発

１
対策例

高齢者施設等へのさらなる注意喚起

部 活 動 は 一 週 間 停 止
（ そ の 後 も 感 染 防 止 を 強 化 ）




